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はじめに

ロシア極東地域から東アジア，ベトナムにかけて

生息するスッポン属(genus Pelodiscus)は長らくP.

sinensis (Wiegmann, 1835)の１種のみで構成さ

れると考えられてきたが，近年の研究の発展に伴

い，複数種に分割された（例えば, TTWG, 2021；

Gong et al., 2022）．そのうち，日本国内に自然分

布 す る 在 来 種 はニ ホ ン ス ッ ポ ンP. japonicus

(Temminck et Schlegel, 1838)であり，本種は日

本のみならず極東ロシアから中国東北部，朝鮮半

島にも分布する(Suzuki and Hikida, 2014)．なお，

本種の学名に関してP. maackii (Brandt, 1857)を

用いられるケースも見られるが，学名記載年の古

いP. japonicusが有効である（Suzuki and Hikida,

2014；岡本他，2019）．

国内のニホンスッポンの生息域は，本州や四国，

九州，周辺島嶼である（鈴木，2021）．一方で，

スッポン類は水産養殖が古くから行われており，

その中には在来種ニホンスッポンのみならず，大

陸由来の外来種チュウゴクスッポン（P. sinensis

【狭義】）なども用いられており，一部の養殖個体

の野外への逸脱や定着が確認されている．実際

に，チュウゴクスッポンが本州や九州で確認されて

いる(Suzuki and Hikida, 2014)．また，自然分布

域外である琉球列島においても，奄美諸島以北に

は日本列島由来のニホンスッポンが，沖縄諸島以

南には台湾由来のチュウゴクスッポンがそれぞれ

外来種として定着している(Sato and Ota, 1999)．

前述の通り，ニホンスッポンは朝鮮半島や九州

本土に生息しており，そして現在個体数は少ない

とされるが壱岐でも記録がある（松尾，2005；

Suzuki and Hikida, 2014；TTWG, 2021）．しかし，

それらの地域の間に位置し，比較的広い面積を有

する対馬では，これまでにニホンスッポンの記録

は無かった（浦田，1971；松尾，2005）．そのため，

対馬にニホンスッポンは自然分布していないと考

えられるが，今回対馬にてニホンスッポンと見られ

るカメを捕獲したため，ここに報告する．

材料と方法

捕獲データ

長崎県対馬市上県町佐護地区にて，スッポン属

の１種とみられるカメ２個体を捕獲した（図１）．各

個体の捕獲時の情報を以下に記す．大きさの測
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定はノギス（シンワ製デジタルノギス 大文字２

300mm防塵防水デジタルノギス データ転送機能

付）を用いた．

１個体目（標本番号 DS1126【著者鈴木の個人収

蔵の標本番号】）

捕獲日 2019年６月１日 午後４時頃

捕獲場所 長崎県対馬市上県町佐護西里（北緯

34度37分26.7秒，東経129度20分25.7秒）

捕獲者 山本以智人（環境省）

個体情報 背甲長39.46mm，甲幅長 36.02mm，

腹甲長 31.48mm

２個体目（標本番号 DS1127）

捕獲日 2020年９月30日 午前８時頃

捕獲場所 長崎県対馬市上県町佐護（佐護川の

井口大橋付近，北緯34度37分33.2秒，東経129

度20分53.4秒）

捕獲者 豊田稔房（佐護区総区長）

個体情報 背甲長 111.15mm，甲幅長 91.8mm，

腹甲長 83.3mm

備考：捕獲者の話を以下に記す．「２年前（注釈:

2018年）にも同じ場所で地元の方が大きなスッポ

ンを捕まえたが，在来のカメと見間違えたと思いリ

リースしてもらった．今回のスッポンは，地元の方

がカニ籠に入ったのを橋の上に放置したものと思

われ，それをたまたま発見し，捕獲した」

遺伝子解析

国内には在来種ニホンスッポンのみならず外来

種チュウゴクスッポンの定着が確認されており

(Suzuki and Hikida, 2014)，さらにスッポン属各

種の形態形質はよく似ていることを踏まえ，DNA

塩基配列からの種の推定を試みた．はじめに，今

回 得 ら れ た ２ 個 体 の 筋 肉 組 織 の 一 部 か ら ，

Qiagen DNeasy tissue extraction kit (Qiagen)を

用いてDNAをそれぞれ抽出した．次に，Suzuki

and Hikida (2011) と同様の条件でmtDNAのチト

クロムb遺伝子の部分配列を対象にPCRを行った．

そして，イソプロパノール沈澱法を用いて，PCR産

物中の過剰プライマーを取り除き，精製した産物

溶液を用いてSuzuki and Hikida (2011) と同様の

条件でシーケンス反応を行った．PCRおよびシー

ケンス反応はBiometra Tadvanced 96 SG

(Biometra) サーマルサイクラーを用いた．シーケ

ンス反応産物から，DNAシーケンサー(SeqStudio

Genetic Analyzer, Applied Biosystems)を用いて

塩基配列を決定した．そして，得られた塩基配列

データに対してMEGA 11(Tamura et al. 2021)を

図１. 長崎県対馬市上県町佐護地区で捕獲されたニホンスッポン（左図：標本番号DS1126，右図：標本番号
DS1127【著者鈴木の個人収蔵の標本番号】）
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用いてアライメント処理を行い，当該遺伝子領域

の部分配列データを得た．最後に，得られた部分

配列データを先行研究(Suzuki and Hikida, 2014)

のデータと比較し，どの地域から得られた個体の

配列データと一致するのかを調べた．本実験は東

海大学動物実験委員会の承認を得て実施した．

結果と考察

両個体よりmtDNAのチトクロムb遺伝子の部分

配列1131塩基を決定したところ，配列は共に一致

した（Genbank Accession Number LC782956お

よびLC782957）．この配列は，先行研究(Suzuki

and Hikida, 2014)における京都府京田辺市や大

分県宇佐市，熊本県熊本市にて捕獲された個体

から得られたニホンスッポン系統のハプロタイプ

M-J3(Genbank Accession Number, AB904722)

の配列と完全に一致した．したがって，今回解析を

行った２個体はニホンスッポンのミトコンドリア

DNAを有することが示されたため，両個体ともニ

ホンスッポンの可能性が高いとみられる．ただし，

本研究では核DNAを調べていないためチュウゴク

スッポン等の外来種との交雑の有無については未

検証である点に留意いただきたい．

上述の通り，これまでに対馬においてニホンスッ

ポンの記録はなかった（浦田，1971；松尾，2005）．

対馬における他の淡水性カメ類の記録をみると，

これまでにクサガメMauremys reevesii (Gray,

1831)とニホンイシガメM. japonica (Temminck et

Schlegel, 1838)の生息が記録されている（浦田，

1971；松尾，2005）．前者は現在でも比較的個体

数が多いことが知られるが，後者は古い文献記録

は残ってはいるものの，最近の記録は無く，個体

数は極めて少ないか，あるいは絶滅している可能

性も指摘されている（松尾, 2005）．一方，対馬に

おける動物の方言をまとめた浦田（1983）におい

ては，クサガメやニホンイシガメに対する方言が

「コウズ」として記載しているが，ニホンスッポンに

ついては何も言及されていない．ただし，長崎県

全体の爬虫類方言をレビューした松尾（2004）は，

ニホンスッポンは対馬に限らず県内全体として方

言が全く確認できなかったとし（すなわち「スッポ

ン」と呼ばれている），長崎県方言辞典にも記載が

無いことや，養殖個体や飼育個体が逃げ出して定

着したような自然分布域かどうか怪しい地点が多

いこと，さらには人為的な分布拡大の可能性を述

べている．

今回報告した両個体の捕獲地点はほぼ同じ位

置にあり，佐護川に生息していたものと考えられる．

他にも成体１個体の目撃情報がある．一方で，本

地域は川に沿って水田地帯が広がっており，カニ

籠漁も行っていたという話も踏まえると，長らく地

元の人々が本河川に生息する様々な生物を目に

する機会は多かったものと推察される．それにも

関わらず，本報告より以前にニホンスッポンの確

認事例が無かったことから，今回確認された個体

は共に比較的最近に人為的に持ち込まれ，野外

に放たれたのであろう．加えて，今回複数の個体

がいたこと，そして比較的小型の個体であったこと

から，周辺域で繁殖している可能性も示唆される．

さらに，今回の２個体は捕獲時期が１年４ヶ月ほど

離れており，後に捕獲された個体の方が大きいこ

とを踏まえると，両個体は同じ時期に同サイズのも

のが人為的に放された，あるいは捕獲地点付近で

孵化したものに由来するのかもしれない．

対馬は，ニホンスッポンが自然分布する九州本

土や朝鮮半島に地理的に近く，また河川や水田と

いった淡水環境が多いため，本種の生息に適した

場所が多くあるものと考えられる．さらに，本種は

他の同サイズのカメ類と比較しても産卵数が多く，

一度に20から50個ほどの卵を産む（鈴木，2021）．

この産卵数が多いことは，定着する可能性が高ま

ることを意味するであろう．実際に琉球列島の多く

の島々で外来種としてニホンスッポンあるいはチュ

ウゴクスッポンの定着が確認されている(Sato and



Ota, 1999)．さらに，ニホンスッポンは貝類や甲殻

類，昆虫，魚類，両棲類といったものを食べる肉食

性であり（鈴木，2021），定着した地域での在来生

物に対する捕食被害が懸念される．今後，対馬の

淡水環境全体でのニホンスッポンの定着状況調

査ならびに防除活動が求められる．
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